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新型コロナウイルス感染症に対応した学校再開ガイドラインで示された留意点

１　基本的な感染症対策の実施
（１）感染源を絶つこと
次の方法により、発熱等の風邪症状がみられる児童生徒等については、自
宅で休養させることを徹底すること。
◎　家庭と連携した毎朝の検温及び風邪症状の確認
◎　登校前に確認できなかった児童生徒等については、保健室等での検温
　及び風邪症状の確認
（２）感染経路を絶つこと
手洗いや咳エチケットを徹底する。
（３）抵抗力を高めること
免疫力を高めるため、十分な睡眠、適度な運動やバランスのとれた食事を
心がける。
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２　集団感染のリスクへの対応
これまで、集団感染が確認された場に共通するのは、
・換気の悪い密閉空間であった
・多くの人が密集していた
・近距離での会話や発声が行われた
という３つの条件が重なった場である。

この３つの条件が同時に重なる場を徹底的に避けることが重要である。
これを踏まえ、以下のような対応を行うこと。
（１）換気の徹底
教室等のこまめな換気を実施すること。その際、衣服等による温度調節に
も配慮すること。
（２）近距離での会話や発声等の際のマスクの使用等
飛抹を飛ばさないよう、咳エチケットの要領でマスクを装着するなどする
よう指導すること。
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